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１．まえがき 

 著者らは、SiC デバイスを利用した図１の HEECS 回路構

成のインバータ（HEECS インバータ）を提案し、高効率の

実現を理学的な見地から検討してきた(1)。本論文では、イン

ダクタンスだけに注目して、損失を最少化する試みを行っ

て、過去最高効率を実測したので報告する。 

図 1 2 電源 HEECS インバータ 

Fig.1 Two Battery HEECS Inverter 

 

２．インダクタンスが損失に与える影響と測定結果 

 表１に示すように、２種類のインダクタを用意して損失

を実測した。#2 のインダクタは製造上の制約により、２つ

のインダクタ（約 1.0mH で 2.62mΩ）を 2 個直列に接続し

た。フィルタ L での損失が減少すると予想された。 

 

     表1  2種類のインダクタ  

番号 L R 材質 

#1 1.27mH 15.06mΩ フェライト 

#2 2.06mH 5.24mΩ フェライト 

ただし、#2のインダクタは2個直列  

 #2 のインダクタで実測した効率と測定精度の表を図 2 と

図 3 に示した。測定法は、VTASLM 法を適用した(2)。#1 の

インダクタを用いた場合 (3)は、最大効率と測定精度は

99.827%±0.009%であるのに対して、#2 のインダクタを用い

ると、最大効率 99.828%±0.006%となった。ただし、効率が

最大となる出力は、1300W から 1500W へと増加した。 

３．まとめ 

HEECSインバータの効率向上を目指してフィルタLのパ 

図 2 #2 インダクタを用いた場合の効率（実測）  

Fig. 2 Efficiency with #2 inductor(experiments) 

 

図 3 #2 インダクタを用いた場合の測定精度（実測） 

Fig.3 Accuracy with #2 inductor (experiments) 

ラメータを調整することにより、L のジュール損や電流リ

ップルに起因する損失は減ったが、別の原因の損失が増え

て、効率がわずかに増加したと考えられる。 
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Fig. 1  Two battery HEECS inverter.


